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６
月
１
日
付
け
で
団
長
に
就
任

し
た
石
藤
勝
美
氏
に
笹
野
村
長
よ

り
任
命
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
付
け
で
幹
部
の
異
動

が
あ
り
ま
し
た
。
新
し
い
体
制
は

次
の
通
り
で
す
。

　

団　

長　
　

石
藤　

勝
美

副　

団　

長　

清
川　

秀
夫

副　

団　

長　

佐
藤　

文
也

指
導
部
長　
　

坂
本　

賢
治

本
部
分
団
長　

酒
井　

亨

第
一
分
団
長　

植
田　

貴
昭

第
二
分
団
長　

宝
田　

和
儀

　

本
部
部
長　

高
岡　

秀
行

　

一
部
部
長　

金
澤　

宏

　

二
部
部
長　

清
川　

修
行

　

三
部
部
長　

柴
田　

泰
伸

　

四
部
部
長　

北
畑　

光
則

　

五
部
部
長　

上
田　

雄
喜

　

６
月
１
日
（
日
）
新
庄
村
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

年
は
地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
、

初
期
消
火
訓
練
、
救
護
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
に
は
住

民
の
方
、
村
職
員
、
消
防
署
、
警

察
署
な
ど
総
勢
４
７
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

９
時
35
分
の
避
難
勧
告
の
告
知

放
送
に
よ
り
、
各
地
区
の
皆
さ
ん

に
避
難
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

放
送
後
20
分
以
内
に
す
べ
て
の
地

区
の
避
難
が
完
了
し
、
避
難
者
の

チ
ェ
ッ
ク
・
報
告
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
消
防
団
、

消
防
署
の
指
導
に
よ
る
消
火
訓
練
、

11
時
か
ら
は
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
救
護
訓
練
を
実
施
し
、
心
肺
蘇

生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
に
つ

い
て
消
防
署
か
ら
指
導
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
に
よ
り
、
改
善
す

べ
き
点
や
備
え
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
物
な
ど
、
課
題
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

訓
練
開
催
に
当
た
り
、
関
係
各

団
体
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
の
参

加
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
万
が
一
に
備
え
日
頃
の

準
備
を
万
全
に
お
願
い
し
ま
す
。

（
総
務
企
画
課　

藤
井
）

　

５
月
30
日
（
金
）
新
庄
村
役
場

創
生
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室
で
、

「
ク
ー
ル
オ
カ
ヤ
マ
フ
ェ
ス
実
行

委
員
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
に
は
村
長
を
は
じ
め
各

種
団
体
の
代
表
に
お
集
ま
り
い
た

だ
き
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
で
は

計
画
委
員
会
が
立
案
し
た
事
業
計

画
を
審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
開
催
日
時　

　

７
月
26
日
（
土
）
11
時
〜
17
時

　

７
月
27
日
（
日
）
11
時
〜
16
時

○
開
催
場
所

　

新
庄
村
が
い
せ
ん
桜
通
り
ほ
か

○
内
容

①
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ー
ド
＆
マ
ル
シ
ェ

　
　

岡
山
を
代
表
す
る
一
流
飲
食

店
が
集
結
。
新
庄
村
産
の
食
材

を
使
用
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
な
メ

ニ
ュ
ー
を
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、

人
気
パ
ン
工
房
、
地
ビ
ー
ル
、

地
酒
、
加
工
食
品
、
ワ
イ
ン
、

チ
ー
ズ
、
ス
イ
ー
ツ
、
ジ
ャ
ム
、

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
マ
ル
シ
ェ
も

登
場
。

②
プ
レ
ミ
ア
ム
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　

新
庄
村
の
自
然
を
楽
し
め
る

ネ
イ
チ
ャ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
、
全
国
で
活
動
す
る
ク
リ
エ

イ
タ
ー
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
同
時
開
催
。

　

今
後
、
実
行
委
員
会
で
決
定
し

た
内
容
に
基
づ
き
、
計
画
委
員
会

で
詳
細
を
立
案
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

（
産
業
建
設
課　

柴
田
）
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ク
ー
ル
オ
カ
ヤ
マ

 

フ
ェ
ス
２
０
１
４
概
要

「
ク
ー
ル
オ
カ
ヤ
マ
フ
ェ
ス

　
　
　
　
実
行
委
員
会
」

消
防
団
長
任
命

総
合
防
災
訓
練
実
施

入　札　日

平成26年5月21日

工　　期

平成26年10月31日

事　業　名

新庄村防災情報ステーション整備事業

業　者　名 落札価格（契約金額）

西日本電信電話株式会社 39,900千円 （41,895）

工 事 等 入 札 結 果
（指名競争入札） 

大阪府 前田　正敬 様 兵庫県 中村　正一 様 
岡山市 小玉　正子 様 岡山市 小松原文雄 様
岡山市 時吉　正光 様 岡山市 佐藤　康人 様
神奈川県 佐藤　正博 様 倉敷市 三宅　綾子 様
兵庫県 田丸　泰邦 様 大阪府 三澤　和弘 様
東京都 稲田真作司 様 愛知県 丹羽　　豊 様
大阪府 生田　喜人 様 広島県 堀野　孝之 様
愛知県 藤下　眞寿 様 岡山市 田坂未輝男 様
岡山市 （株）アサノ 様 備前市 こまくさハイキングクラブ　様
真庭市 （株）三寿工業所 様 津山市 タカラスタンダード（株）津山営業所　様  
岡山市 岡山県町村会 様 倉敷市 （有）梶運送　様
       　ほか　１９名

平成２５年度については、４１人の方から、６０件１，４２５，０００円の寄附をいただきました。

ふる里基金事業について、平成２５年度末の状況をお知らせいたします。

ふる里づくり基金の状況について

平成２５年度寄附をしていただいた方

平成１６年度の事業開始から平成２５年度末までの寄附総額は次のとおりです。

①ブナの森並びに稀少な動植物の保護事業     

②福祉の村づくりに関する事業     

③新庄宿並びにがいせん桜の景観の保存と保護に関する事業     

④環境保全型農業の推進、特産品の開発に関する事業     

  　その他指定なし     

    　　　　　　　　　　　　合　計

331件

125件

237件

136件

96件

925件

3,518,000円

2,000,000円

3,115,000円

1,075,000円

2,484,000円

12,192,000円

また、本基金を次の事業に役立てております。

　これまでに、村内35人、村内を除く岡山県内323人、大阪府73人、東京都23人など全国各地から
590人の方に寄附をいただいております。        

①ブナの森並びに稀少な動植物の保護事業

②福祉の村づくりに関する事業

③新庄宿並びにがいせん桜の景観の保存と
　保護に関する事業

ウスイロヒョウモンモドキ（蝶絶滅危惧種）の生息
環境整備のための草刈り作業、登山道の整備
森林セラピー健康増進事業、多目的福祉
施設の整備
がいせん桜の治療管理、にしき鯉の放流、
本陣・脇本陣の提灯整備

源流域環境保全型農業の推進④環境保全型農業の推進、特産品の開発に
　関する事業  
  

3 ,000 ,000円

2,500,000円

1,730,000円

400,000円



（2）平成26年6月20日発行第388号 広 報 新 庄
　

６
月
１
日
付
け
で
団
長
に
就
任

し
た
石
藤
勝
美
氏
に
笹
野
村
長
よ

り
任
命
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
付
け
で
幹
部
の
異
動

が
あ
り
ま
し
た
。
新
し
い
体
制
は

次
の
通
り
で
す
。

　

団　

長　
　

石
藤　

勝
美

副　

団　

長　

清
川　

秀
夫

副　

団　

長　

佐
藤　

文
也

指
導
部
長　
　

坂
本　

賢
治

本
部
分
団
長　

酒
井　

亨

第
一
分
団
長　

植
田　

貴
昭

第
二
分
団
長　

宝
田　

和
儀

　

本
部
部
長　

高
岡　

秀
行

　

一
部
部
長　

金
澤　

宏

　

二
部
部
長　

清
川　

修
行

　

三
部
部
長　

柴
田　

泰
伸

　

四
部
部
長　

北
畑　

光
則

　

五
部
部
長　

上
田　

雄
喜

　

６
月
１
日
（
日
）
新
庄
村
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

年
は
地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
、

初
期
消
火
訓
練
、
救
護
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
に
は
住

民
の
方
、
村
職
員
、
消
防
署
、
警

察
署
な
ど
総
勢
４
７
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

９
時
35
分
の
避
難
勧
告
の
告
知

放
送
に
よ
り
、
各
地
区
の
皆
さ
ん

に
避
難
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

放
送
後
20
分
以
内
に
す
べ
て
の
地

区
の
避
難
が
完
了
し
、
避
難
者
の

チ
ェ
ッ
ク
・
報
告
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
消
防
団
、

消
防
署
の
指
導
に
よ
る
消
火
訓
練
、

11
時
か
ら
は
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
救
護
訓
練
を
実
施
し
、
心
肺
蘇

生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
に
つ

い
て
消
防
署
か
ら
指
導
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
に
よ
り
、
改
善
す

べ
き
点
や
備
え
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
物
な
ど
、
課
題
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

訓
練
開
催
に
当
た
り
、
関
係
各

団
体
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
の
参

加
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
万
が
一
に
備
え
日
頃
の

準
備
を
万
全
に
お
願
い
し
ま
す
。

（
総
務
企
画
課　

藤
井
）

　

５
月
30
日
（
金
）
新
庄
村
役
場

創
生
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室
で
、

「
ク
ー
ル
オ
カ
ヤ
マ
フ
ェ
ス
実
行

委
員
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
に
は
村
長
を
は
じ
め
各

種
団
体
の
代
表
に
お
集
ま
り
い
た

だ
き
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
で
は

計
画
委
員
会
が
立
案
し
た
事
業
計

画
を
審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
開
催
日
時　

　

７
月
26
日
（
土
）
11
時
〜
17
時

　

７
月
27
日
（
日
）
11
時
〜
16
時

○
開
催
場
所

　

新
庄
村
が
い
せ
ん
桜
通
り
ほ
か

○
内
容

①
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ー
ド
＆
マ
ル
シ
ェ

　
　

岡
山
を
代
表
す
る
一
流
飲
食

店
が
集
結
。
新
庄
村
産
の
食
材

を
使
用
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
な
メ

ニ
ュ
ー
を
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、

人
気
パ
ン
工
房
、
地
ビ
ー
ル
、

地
酒
、
加
工
食
品
、
ワ
イ
ン
、

チ
ー
ズ
、
ス
イ
ー
ツ
、
ジ
ャ
ム
、

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
マ
ル
シ
ェ
も

登
場
。

②
プ
レ
ミ
ア
ム
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　

新
庄
村
の
自
然
を
楽
し
め
る

ネ
イ
チ
ャ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
、
全
国
で
活
動
す
る
ク
リ
エ

イ
タ
ー
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
同
時
開
催
。

　

今
後
、
実
行
委
員
会
で
決
定
し

た
内
容
に
基
づ
き
、
計
画
委
員
会

で
詳
細
を
立
案
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

（
産
業
建
設
課　

柴
田
）

（3）平成26年6月20日発行 第388号広 報 新 庄

ク
ー
ル
オ
カ
ヤ
マ

 

フ
ェ
ス
２
０
１
４
概
要

「
ク
ー
ル
オ
カ
ヤ
マ
フ
ェ
ス

　
　
　
　
実
行
委
員
会
」

消
防
団
長
任
命

総
合
防
災
訓
練
実
施

入　札　日

平成26年5月21日

工　　期

平成26年10月31日

事　業　名

新庄村防災情報ステーション整備事業

業　者　名 落札価格（契約金額）

西日本電信電話株式会社 39,900千円 （41,895）

工 事 等 入 札 結 果
（指名競争入札） 

大阪府 前田　正敬 様 兵庫県 中村　正一 様 
岡山市 小玉　正子 様 岡山市 小松原文雄 様
岡山市 時吉　正光 様 岡山市 佐藤　康人 様
神奈川県 佐藤　正博 様 倉敷市 三宅　綾子 様
兵庫県 田丸　泰邦 様 大阪府 三澤　和弘 様
東京都 稲田真作司 様 愛知県 丹羽　　豊 様
大阪府 生田　喜人 様 広島県 堀野　孝之 様
愛知県 藤下　眞寿 様 岡山市 田坂未輝男 様
岡山市 （株）アサノ 様 備前市 こまくさハイキングクラブ　様
真庭市 （株）三寿工業所 様 津山市 タカラスタンダード（株）津山営業所　様  
岡山市 岡山県町村会 様 倉敷市 （有）梶運送　様
       　ほか　１９名

平成２５年度については、４１人の方から、６０件１，４２５，０００円の寄附をいただきました。

ふる里基金事業について、平成２５年度末の状況をお知らせいたします。

ふる里づくり基金の状況について

平成２５年度寄附をしていただいた方

平成１６年度の事業開始から平成２５年度末までの寄附総額は次のとおりです。

①ブナの森並びに稀少な動植物の保護事業     

②福祉の村づくりに関する事業     

③新庄宿並びにがいせん桜の景観の保存と保護に関する事業     

④環境保全型農業の推進、特産品の開発に関する事業     

  　その他指定なし     

    　　　　　　　　　　　　合　計

331件

125件

237件

136件

96件

925件

3,518,000円

2,000,000円

3,115,000円

1,075,000円

2,484,000円

12,192,000円

また、本基金を次の事業に役立てております。

　これまでに、村内35人、村内を除く岡山県内323人、大阪府73人、東京都23人など全国各地から
590人の方に寄附をいただいております。        

①ブナの森並びに稀少な動植物の保護事業

②福祉の村づくりに関する事業

③新庄宿並びにがいせん桜の景観の保存と
　保護に関する事業

ウスイロヒョウモンモドキ（蝶絶滅危惧種）の生息
環境整備のための草刈り作業、登山道の整備
森林セラピー健康増進事業、多目的福祉
施設の整備
がいせん桜の治療管理、にしき鯉の放流、
本陣・脇本陣の提灯整備

源流域環境保全型農業の推進④環境保全型農業の推進、特産品の開発に
　関する事業  
  

3 ,000 ,000円

2,500,000円

1,730,000円

400,000円



（4）平成26年6月20日発行第388号 広 報 新 庄
　

株
式
会
社
ヒ
ノ
キ
工
場
裏
の
伐

採
跡
地
を
“
今
井
山
”
と
名
付
け
、

５
月
31
日
（
土
）
に
「
下
流
・
上

流
域
交
流
植
樹
イ
ベ
ン
ト
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

  

当
日
は
下
流
か
ら
13
名
、
上
流

域
で
あ
る
新
庄
村
か
ら
も
多
く
の

方
が
参
加
し
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗

木
を
植
え
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
オ

ス
か
ら
の
農
業
研
修
生
６
名
も
記

念
植
樹
を
行
い
、
幅
広
い
交
流
を

行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。　
　

　

今
後
は
村
の
玄
関
口
で
あ
る
今

井
山
を
美
し
い
景
観
林
と
し
て
整

備
し
て
い
く
予
定
で
す
。　
　
　

  

　

な
お
、
今
回
の
植
樹
に
あ
た
り

関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
対

し
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

（
産
業
建
設
課　

山
田
）

　

５
月
９
日
〜
６
月
１
日
ま
で
東

南
ア
ジ
ア
に
位
置
す
る
ラ
オ
ス
か

ら
６
名
の
研
修
生
が
来
村
し
ま
し

た
。
滞
在
期
間
中
、
野
菜
栽
培
や

畜
産
、
土
づ
く
り
、
山
菜
加
工
実

習
や
水
路
見
学
等
の
農
業
研
修
や

中
学
生
と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
県
外
の
先
進
地
に
も
積
極

的
に
出
向
き
、
鳥
取
県
西
部
農
業

改
良
普
及
所
で
は
白
ネ
ギ
栽
培
の

現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

約
３
週
間
の
研
修
の
成
果
を
発

表
し
た
報
告
会
及
び
お
別
れ
会
に

は
、
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
思
い
出
と
な
る
最
後
の
夜

を
過
ご
せ
た
と
思
い
ま
す
。　
　

　

期
間
中
、
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
皆
様
に
対
し
、
紙
面
を
お
借
り

し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
産
業
建
設
課　

山
田
）

　

５
月
４
日
（
日
）
メ
ル
ヘ
ン
・

プ
ラ
ザ
主
催
の
か
し
わ
も
ち
ま
つ

り
が
道
の
駅
「
メ
ル
ヘ
ン
の
里
新

庄
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
５
月
下
旬
に
行
わ
れ
て
い

た
こ
の
お
祭
り
で
す
が
、
今
年
は

連
休
に
開
催
し
た
こ
と
か
ら
県
外

の
方
が
多
数
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
柏
餅
・
よ
も
ぎ

餅
・
か
わ
り
餅
・
黒
豆
大
福
・
山

菜
お
こ
わ
な
ど
を
販
売
し
、
新
庄

伝
統
ひ
め
の
も
ち
４
人
づ
き
実
演

販
売
も
行
い
ま
し
た
。

　

県
外
か
ら
来
ら
れ
た
方
は
、
特

産
品
を
堪
能
し
「
新
庄
村
は
お
も

ち
が
有
名
な
ん
で
す
か
？
」
な
ど

初
め
て
見
る
４
人
づ
き
の
餅
つ
き

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

閉
会
間
近
に
な
る
と
餅
ま
き
も

行
わ
れ
、
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

新
庄
村
に
来
ら
れ
る
観
光
客
を

増
や
し
て
地
元
が
活
性
化
す
る
様

に
今
後
も
村
内
で
行
わ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
産
業
建
設
課　

柴
田
）

　

５
月
11
日
（
日
）
新
庄
村
野
土

路
地
区
献
花
谷
農
園
に
て
「
第
17

回
山
菜
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

開
催
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ

山
菜
を
求
め
る
多
く
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

お
目
当
て
の
山
菜
を
袋
い
っ
ぱ

い
に
収
穫
し
、
お
昼
に
は
わ
ら

び
・
よ
も
ぎ
・
う
ど
・
た
き
み
ず

な
等
の
山
菜
料
理
や
う
ど
ん
が
振

る
舞
わ
れ
、
来
場
者
は
山
菜
料
理

の
種
類
の
多
さ
に
驚
か
れ
た
よ
う

で
す
。
何
度
も
お
か
わ
り
す
る
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
満
足
の

様
子
で
し
た
。

　

稲
田
さ
ん
の
山
羊
や
兎
の
動
物

園
も
隣
接
さ
れ
、
愛
嬌
の
あ
る
姿

で
お
客
様
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

地
区
が
地
域
を
盛
り
上
げ
る
良

い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、
今
後
も
さ

ら
な
る
地
域
活
性
化
の
機
会
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
産
業
建
設
課　

岩
本
）
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先
日
行
わ
れ
ま
し
た
「
健
康
ま
つ
り
」
に

出
席
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ml

　

み
そ
汁
（
汁
物
）
塩
分
測
定
に
つ
き
ま

し
て
は
、
２
２
８
戸
の
家
庭
か
ら
ご
提
出

い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
を
報
告
致
し
ま
す
。

　

去
年
と
比
べ
て
提
出
の
合
計
数
が
微
減

し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
「
少
し
か
ら

い
」
以
上
の
家
庭
の
割
合
は
、
去
年
の
３

分
の
１
程
度
ま
で
減
っ
て
い
ま
す
。

「
少
し
か
ら
い
」
以
上
だ
っ
た
方
は
今
よ

り
少
し
薄
め
を
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
「
ふ
つ
う
」
以
下
だ
っ
た

方
は
現
状
を
維
持
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。

　

健
康
ク
イ
ズ
に
つ
い
て

　

第
一
問
目
の
「
近
年
」
と
い
う
表
現
が

不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
、
採
点
の
対
象
か

ら
除
外
し
ま
す
。
２
〜
５
問
目
が
正
解
だ

っ
た
方
を
正
解
者
と
致
し
ま
す
。
誠
に
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

【
解
答
】

２
．
果
物
は
身
体
に
良
い
の
で
い
く
ら
食

べ
て
も
問
題
は
な
い
。

　
　

果
物
は
ビ
タ
ミ
ン
や
カ
リ
ウ
ム
が
豊

富
で
、
重
要
な
食
べ
物
で
す
が
、
糖
質

も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
食
べ
過

ぎ
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
適
量
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

３
．焼
酎
や
ウ
イ
ス
キ
ー
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
カ
ロ
リ
ー
）は
あ
る
。

　
　

焼
酎
0.5
合
当
た
り
、
１
２
７
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
。

　

ウ
イ
ス
キ
ー
60　

当
た
り
、
１
３
５
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
と
い
う
よ
う
に
焼
酎
や
ウ

イ
ス
キ
ー
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
カ
ロ
リ

ー
）
は
あ
り
ま
す
。

４
．
こ
ど
も
の
虫
歯
は
大
人
に
比
べ
て
進

行
が
遅
い
。

　
　

こ
ど
も
の
虫
歯
は
大
人
に
比
べ
て
進

行
が
早
い
で
す
。
特
に
乳
歯
の
場
合
、

虫
歯
の
進
行
が
早
い
で
す
。
生
え
初
め

の
頃
の
永
久
歯
も
乳
歯
並
み
に
貧
弱
で
、

虫
歯
に
な
り
や
す
い
で
す
。

５
．
高
塩
分
食
品
は
胃
ガ
ン
の
原
因
に
な

る
。

　
　

胃
の
中
で
食
塩
の
濃
度
が
高
ま
る
と

粘
膜
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
胃
炎
が
発

生
し
、
発
が
ん
物
質
の
影
響
を
受
け
や

す
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

正
解
者
は
73
名
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
関
心
を
持
ち
続
け
て

く
だ
さ
い
ね
。

（
住
民
福
祉
課　

林
）

　

６
月
よ
り
国
民
健
康
保
険
税
の
徴
収
が

始
ま
り
ま
す
。
国
保
は
、
国
民
の
皆
さ
ん

が
医
療
を
受
け
る
時
に
助
け
合
う
共
済
制

度
で
す
。
国
保
の
運
営
は
、
国
保
税
の
収

入
が
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
制
度

の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
国
保
税
を

遅
滞
な
く
納
付
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

国
保
は
家
族
一
人
ひ
と
り
が
被
保
険
者

で
す
が
、
加
入
は
世
帯
ご
と
に
な
り
ま
す
。

変
更
が
あ
れ
ば
、
十
四
日
以
内
に
住
民
福

祉
課
国
保
係
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

国
保
に
入
る
と
き

・（
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
な
い

人
が
）他
市
町
村
か
ら
転
入
す
る
と
き

・職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

国
保
を
や
め
る
と
き

・（
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
な
い

人
が
）他
市
町
村
へ
転
出
し
た
と
き

・職
場
の
健
康
保
険
な
ど
へ
加
入
し
た
と
き

・75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
加
入

し
た
と
き

※
使
用
し
な
く
な
っ
た
国
民
健
康
保
険
証

は
、
誤
っ
て
使
用
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、

住
民
福
祉
課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課　

渡
辺
）

　

お
か
や
ま
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
就
職
を
め
ざ
す
若
者
の
た
め
に
、
若

者
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◇
セ
ミ
ナ
ー
会
場
・
開
催
日

・
津
山
会
場
（
津
山
市
立
図
書
館
）

　

７
月
22
日
（
火
）
、
８
月
19
日
（
火
）

◇
申
込・問
い
合
わ
せ
先

お
か
や
ま
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
６（
２
３
６
）１
６
１
６

fax
０
８
６（
２
３
６
）１
６
３
０

○

○

×

×

お
餅
の
祭
典

  

「
か
し
わ
も
ち
ま
つ
り
」

「
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を

　
　
　
開
催
し
ま
す
！

国
民
健
康
保
険
に

    

加
入
し
て
い
る
皆
様
へ

植
樹
イ
ベ
ン
ト
開
催

お
元
気
で
す
か
？

ラ
オ
ス
か
ら
農
業
研
修
生
来
村

野
土
路「
山
菜
ま
つ
り
」
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伐
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今
井
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と
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け
、
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月
31
日
（
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）
に
「
下
流
・
上

流
域
交
流
植
樹
イ
ベ
ン
ト
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

  

当
日
は
下
流
か
ら
13
名
、
上
流

域
で
あ
る
新
庄
村
か
ら
も
多
く
の

方
が
参
加
し
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗

木
を
植
え
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
オ

ス
か
ら
の
農
業
研
修
生
６
名
も
記

念
植
樹
を
行
い
、
幅
広
い
交
流
を

行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。　
　

　

今
後
は
村
の
玄
関
口
で
あ
る
今

井
山
を
美
し
い
景
観
林
と
し
て
整

備
し
て
い
く
予
定
で
す
。　
　
　

  

　

な
お
、
今
回
の
植
樹
に
あ
た
り

関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
対

し
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

（
産
業
建
設
課　

山
田
）

　

５
月
９
日
〜
６
月
１
日
ま
で
東

南
ア
ジ
ア
に
位
置
す
る
ラ
オ
ス
か

ら
６
名
の
研
修
生
が
来
村
し
ま
し

た
。
滞
在
期
間
中
、
野
菜
栽
培
や

畜
産
、
土
づ
く
り
、
山
菜
加
工
実

習
や
水
路
見
学
等
の
農
業
研
修
や

中
学
生
と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
県
外
の
先
進
地
に
も
積
極

的
に
出
向
き
、
鳥
取
県
西
部
農
業

改
良
普
及
所
で
は
白
ネ
ギ
栽
培
の

現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

約
３
週
間
の
研
修
の
成
果
を
発

表
し
た
報
告
会
及
び
お
別
れ
会
に

は
、
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
思
い
出
と
な
る
最
後
の
夜

を
過
ご
せ
た
と
思
い
ま
す
。　
　

　

期
間
中
、
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
皆
様
に
対
し
、
紙
面
を
お
借
り

し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
産
業
建
設
課　

山
田
）

　

５
月
４
日
（
日
）
メ
ル
ヘ
ン
・

プ
ラ
ザ
主
催
の
か
し
わ
も
ち
ま
つ

り
が
道
の
駅
「
メ
ル
ヘ
ン
の
里
新

庄
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
５
月
下
旬
に
行
わ
れ
て
い

た
こ
の
お
祭
り
で
す
が
、
今
年
は

連
休
に
開
催
し
た
こ
と
か
ら
県
外

の
方
が
多
数
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
柏
餅
・
よ
も
ぎ

餅
・
か
わ
り
餅
・
黒
豆
大
福
・
山

菜
お
こ
わ
な
ど
を
販
売
し
、
新
庄

伝
統
ひ
め
の
も
ち
４
人
づ
き
実
演

販
売
も
行
い
ま
し
た
。

　

県
外
か
ら
来
ら
れ
た
方
は
、
特

産
品
を
堪
能
し
「
新
庄
村
は
お
も

ち
が
有
名
な
ん
で
す
か
？
」
な
ど

初
め
て
見
る
４
人
づ
き
の
餅
つ
き

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

閉
会
間
近
に
な
る
と
餅
ま
き
も

行
わ
れ
、
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

新
庄
村
に
来
ら
れ
る
観
光
客
を

増
や
し
て
地
元
が
活
性
化
す
る
様

に
今
後
も
村
内
で
行
わ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
産
業
建
設
課　

柴
田
）

　

５
月
11
日
（
日
）
新
庄
村
野
土

路
地
区
献
花
谷
農
園
に
て
「
第
17

回
山
菜
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

開
催
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ

山
菜
を
求
め
る
多
く
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

お
目
当
て
の
山
菜
を
袋
い
っ
ぱ

い
に
収
穫
し
、
お
昼
に
は
わ
ら

び
・
よ
も
ぎ
・
う
ど
・
た
き
み
ず

な
等
の
山
菜
料
理
や
う
ど
ん
が
振

る
舞
わ
れ
、
来
場
者
は
山
菜
料
理

の
種
類
の
多
さ
に
驚
か
れ
た
よ
う

で
す
。
何
度
も
お
か
わ
り
す
る
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
満
足
の

様
子
で
し
た
。

　

稲
田
さ
ん
の
山
羊
や
兎
の
動
物

園
も
隣
接
さ
れ
、
愛
嬌
の
あ
る
姿

で
お
客
様
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

地
区
が
地
域
を
盛
り
上
げ
る
良

い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、
今
後
も
さ

ら
な
る
地
域
活
性
化
の
機
会
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
産
業
建
設
課　

岩
本
）

（5）平成26年6月20日発行 第388号広 報 新 庄

 

先
日
行
わ
れ
ま
し
た
「
健
康
ま
つ
り
」
に

出
席
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ml

　

み
そ
汁
（
汁
物
）
塩
分
測
定
に
つ
き
ま

し
て
は
、
２
２
８
戸
の
家
庭
か
ら
ご
提
出

い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
を
報
告
致
し
ま
す
。

　

去
年
と
比
べ
て
提
出
の
合
計
数
が
微
減

し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
「
少
し
か
ら

い
」
以
上
の
家
庭
の
割
合
は
、
去
年
の
３

分
の
１
程
度
ま
で
減
っ
て
い
ま
す
。

「
少
し
か
ら
い
」
以
上
だ
っ
た
方
は
今
よ

り
少
し
薄
め
を
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
「
ふ
つ
う
」
以
下
だ
っ
た

方
は
現
状
を
維
持
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。

　

健
康
ク
イ
ズ
に
つ
い
て

　

第
一
問
目
の
「
近
年
」
と
い
う
表
現
が

不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
、
採
点
の
対
象
か

ら
除
外
し
ま
す
。
２
〜
５
問
目
が
正
解
だ

っ
た
方
を
正
解
者
と
致
し
ま
す
。
誠
に
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

【
解
答
】

２
．
果
物
は
身
体
に
良
い
の
で
い
く
ら
食

べ
て
も
問
題
は
な
い
。

　
　

果
物
は
ビ
タ
ミ
ン
や
カ
リ
ウ
ム
が
豊

富
で
、
重
要
な
食
べ
物
で
す
が
、
糖
質

も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
食
べ
過

ぎ
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
適
量
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

３
．焼
酎
や
ウ
イ
ス
キ
ー
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
カ
ロ
リ
ー
）は
あ
る
。

　
　

焼
酎
0.5
合
当
た
り
、
１
２
７
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
。

　

ウ
イ
ス
キ
ー
60　

当
た
り
、
１
３
５
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
と
い
う
よ
う
に
焼
酎
や
ウ

イ
ス
キ
ー
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
カ
ロ
リ

ー
）
は
あ
り
ま
す
。

４
．
こ
ど
も
の
虫
歯
は
大
人
に
比
べ
て
進

行
が
遅
い
。

　
　

こ
ど
も
の
虫
歯
は
大
人
に
比
べ
て
進

行
が
早
い
で
す
。
特
に
乳
歯
の
場
合
、

虫
歯
の
進
行
が
早
い
で
す
。
生
え
初
め

の
頃
の
永
久
歯
も
乳
歯
並
み
に
貧
弱
で
、

虫
歯
に
な
り
や
す
い
で
す
。

５
．
高
塩
分
食
品
は
胃
ガ
ン
の
原
因
に
な

る
。

　
　

胃
の
中
で
食
塩
の
濃
度
が
高
ま
る
と

粘
膜
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
胃
炎
が
発

生
し
、
発
が
ん
物
質
の
影
響
を
受
け
や

す
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

正
解
者
は
73
名
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
関
心
を
持
ち
続
け
て

く
だ
さ
い
ね
。

（
住
民
福
祉
課　

林
）

　

６
月
よ
り
国
民
健
康
保
険
税
の
徴
収
が

始
ま
り
ま
す
。
国
保
は
、
国
民
の
皆
さ
ん

が
医
療
を
受
け
る
時
に
助
け
合
う
共
済
制

度
で
す
。
国
保
の
運
営
は
、
国
保
税
の
収

入
が
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
制
度

の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
国
保
税
を

遅
滞
な
く
納
付
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

国
保
は
家
族
一
人
ひ
と
り
が
被
保
険
者

で
す
が
、
加
入
は
世
帯
ご
と
に
な
り
ま
す
。

変
更
が
あ
れ
ば
、
十
四
日
以
内
に
住
民
福

祉
課
国
保
係
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

国
保
に
入
る
と
き

・（
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
な
い

人
が
）他
市
町
村
か
ら
転
入
す
る
と
き

・職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

国
保
を
や
め
る
と
き

・（
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
な
い

人
が
）他
市
町
村
へ
転
出
し
た
と
き

・職
場
の
健
康
保
険
な
ど
へ
加
入
し
た
と
き

・75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
加
入

し
た
と
き

※
使
用
し
な
く
な
っ
た
国
民
健
康
保
険
証

は
、
誤
っ
て
使
用
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、

住
民
福
祉
課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課　

渡
辺
）

　

お
か
や
ま
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
就
職
を
め
ざ
す
若
者
の
た
め
に
、
若

者
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◇
セ
ミ
ナ
ー
会
場
・
開
催
日

・
津
山
会
場
（
津
山
市
立
図
書
館
）

　

７
月
22
日
（
火
）
、
８
月
19
日
（
火
）

◇
申
込・問
い
合
わ
せ
先

　

お
か
や
ま
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
６（
２
３
６
）１
６
１
６

　

Fax  

０
８
６（
２
３
６
）１
６
３
０

○

○

×

×

お
餅
の
祭
典

  

「
か
し
わ
も
ち
ま
つ
り
」

「
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を

　
　
　
開
催
し
ま
す
！

国
民
健
康
保
険
に

    

加
入
し
て
い
る
皆
様
へ

植
樹
イ
ベ
ン
ト
開
催

お
元
気
で
す
か
？

ラ
オ
ス
か
ら
農
業
研
修
生
来
村

野
土
路「
山
菜
ま
つ
り
」



6
月
の
納
税

村  
県  
民  

税

国
　  

保  
　
税

介 

護 

保 

険 
料

（
1
期
）

（
1
期
）

（
1
期
）

納
期
限
　
6
月
30
日（
月
）
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4月期の交通事故・違反者発生状況
村　　内

区　分
4月期 4月期 本年の累計本年の累計

真庭市内

0

0

0

0

件  数

死  者

重  傷

軽  傷

件

人

人

人

件

人

人

人

0

0

0

0

19

0

4

25

76

1

16

96

事　
　

故

（総務企画課　藤井）

《
戸
籍
の
動
き
》

死
亡
届　
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

＊
平
成
26
年
５
月
20
日

　

金
原　

健
一
（
満
65
歳
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

７
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日
時

　

７
月
10
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

　

７
月
24
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

場
所　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

予
約
先

　

津
山
事
務
所　

お
客
様
相
談
室

　

℡
０
８
６
８（
31
）２
３
６
５

　

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保

険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。　

（
住
民
福
祉
課
）

　

岡
山
県
真
庭
保
健
所
は
、
真
庭

地
域
医
療
再
生
計
画
推
進
協
議
会

と
共
催
で
、
小
児
救
急
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
事
前
予
約
に
よ

る
託
児
（
希
望
者
多
数
の
場
合
は

先
着
順
）
を
行
い
ま
す
。
大
勢
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時　

７
月
13
日
（
日
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー　

　

第
１
会
議
室

■
講
師　

岡
山
大
学
病
院
小
児
科

　

栄
徳
隆
裕
先
生
外

■
対
象　

一
般
住
民
（
小
児
の
保

　

護
者
）
等

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
期
限　

７
月
７
日
（
月
）

■
申
込
先
・
問
合
先

　

岡
山
県
真
庭
保
健
所

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
６
７-

４４-

２
９
９
０

　

皆
さ
ん
は
ご
自
分
の
血
圧
が
普

段
ど
の
く
ら
い
か
ご
存
知
で
す

か
？

　

新
庄
村
で
は
脳
卒
中
や
心
疾
患

の
治
療
者
が
多
く
、
そ
れ
を
防
ぐ

○
相
談
日
（
第
２
、
４
水
曜
日
）

　

７
月
９
日
、
７
月
23
日

○
相
談
時
間

　

午
前
10
時
〜
12
時
、13
時
〜
15
時

○
相
談
場
所

　

真
庭
市
役
所
１
階
相
談
室

○
担
当
者

　

司
法
書
士

年
金
相
談 平

成
26
年
５
月
受
付
分

　

今
年
で
31
年
目
を
迎
え
る
メ
ル

ヘ
ン
の
里
特
別
村
民
制
度
年
会
員

の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

○ 

特
別
村
民
証
を
発
行
し
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
の
味
を
年
２
回
お
届

　

け
し
ま
す
。

　

夏
の
特
産
品
セ
ッ
ト
（
約
13
品

目
）
８
月
６
日
（
水
）
発
送
予
定

冬
の
特
産
品
セ
ッ
ト
（
約
12
品

目
）
12
月
19
日
（
金
）
発
送
予
定

○「
村
民
証
」ご
提
示
の
方
に
、道

の
駅
新
庄
特
産
館
に
て
１
，０

０
０
円
以
上
お
土
産
を
お
買
い

上
げ
の
方
に
５
％
割
引
し
ま
す
。

○
年
会
費　

１
１
，
０
０
０
円

○
募
集
締
切

　

平
成
26
年
６
月
30
日
（
月
）

　
　
　

（
産
業
建
設
課　

柴
田
）

「
メ
ル
ヘ
ン
の
里
特
別
村
民

制
度
年
会
員
募
集
」

７
月
の
登
記
相
談
日
を

　
　
　

お
し
ら
せ
し
ま
す

平
成
２６
年
度
小
児
救
急

　
　

研
修
会
の
お
知
ら
せ

「
家
庭
血
圧
計
」の

　
　
　
　

貸
出
に
つ
い
て

動
物
駆
逐
用
手
帳
の

 

更
新
及
び
講
習
に
つ
い
て

農
業
現
地
見
学
会

    　
　
　
　

 

に
つ
い
て

た
ま
の
・

      

港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

電気式生ごみ処理機の補助金事業 始めます
　新庄村のごみ処理の経費は、平成25年度では約２千万円余でした。この経費を節約するため、資源ご
みの分別収集によりごみの減量化と資源化を推進してきました。
　台所ごみ（生ごみ）の減量では、コンポスター等を利用していただいてきましたが、電気式の生ごみ
処理機に平成26年度から補助金がでるようになりました。 
　燃やせるごみの３分の１は生ごみと言われています。そこで、減らそうと思ってもなかなか減らない
生ごみを、生ごみ処理機を使ってたい肥に変えてみませんか？
　皆さん、是非ご活用ください。
補助金額　購入費（消費税を含む）の80％以内で限度額が5万円です。
申請方法　総務企画課にご連絡ください。
　注意：申請手続きをせずに先に購入すると、助成は受けられません。
　特徴：
　○電気で，短時間に生ごみを減量化させます。
　○手間がかからず簡単。　臭いや虫の心配がありません。
　○高温で回転させ、生ごみの水分を飛ばします。約7分の1から10分の1の大きさになります。

た
め
に
は
、
高
血
圧
の
予
防
が
重

要
で
す
。
し
か
し
、
高
血
圧
そ
の

も
の
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な

く
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
高
血
圧

と
な
っ
て
い
る
場
合
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
日
ご
ろ
か

ら
「
血
圧
を
は
か
る
」
習
慣
を
身

に
つ
け
て
ご
自
分
の
血
圧
を
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
た
め
愛
育
委
員

さ
ん
の
協
力
を
得
て
「
家
庭
血
圧

計
の
貸
出
事
業
」
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
各
地
区
の
愛
育
委

員
さ
ん
が
貸
出
用
血
圧
計
を
１
台

づ
つ
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
測
定

の
希
望
の
あ
る
方
は
地
区
愛
育
委

員
さ
ん
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い

１
．
貸
出
期
間

　

１
回
に
つ
き
原
則
２
週
間
以
内

と
し
ま
す
。

２
．
貸
出
方
法

　

地
区
愛
育
委
員
さ
ん
に
連
絡
し

て
借
り
て
く
だ
さ
い
。
（
原
則
、

希
望
者
本
人
が
愛
育
委
員
さ
ん
へ

借
り
に
行
き
、
返
却
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
）

　

誰
で
も
無
料
で
借
り
ら
れ
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

血
圧
結
果
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
や

不
明
な
点
は
住
民
福
祉
課
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

竹
本
）

　

動
物
駆
逐
用
手
帳
の
更
新
及
び

講
習
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

11
月
に
も
講
習
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
更
新
さ
れ
る
方
は
い
ず

れ
か
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
日
時　

６
月
25
日
（
水
）

　
　

受
付　

18
時
〜

　
　

講
習　

19
時
〜

＊
場
所　

中
央
公
民
館
大
会
議
室

＊
持
参
す
る
も
の

    

動
物
駆
逐
用
手
帳

＊
受
講
料　

２
，
０
０
０
円

＊
そ
の
他

    

手
帳
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
再

　

交
付
料
２
，
２
０
０
円
を
ご
持

　

参
く
だ
さ
い
。

次
回
予
定

　

11
月
12
日
（
水
）

　
　
　

（
産
業
建
設
課　

山
田
）

　

ぶ
ど
う
、
な
す
、
ト
マ
ト
、
キ

ュ
ウ
リ
、
り
ん
ど
う
の
現
地
見
学

会
を
開
催
し
ま
す
。

＊
ト
マ
ト
・
り
ん
ど
う
コ
ー
ス

　
　

日
時　

７
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　
　

13
時
〜
16
時

　
　

集
合
場
所
講
習　

      

Ｊ
Ａ
ま
に
わ
蒜
山
営
農

            　

経
済
セ
ン
タ
ー

＊
ぶ
ど
う
・
な
す
・
キ
ュ
ウ
リ
コ

　

ー
ス

　
　

日
時　

７
月
17
日
（
木
）

　
　
　
　
　

13
時
〜
16
時

　
　

集
合
場
所
講
習　

      

Ｊ
Ａ
ま
に
わ
落
合
営
農

            　

経
済
セ
ン
タ
ー

＊
募
集
人
員

　
　

各
コ
ー
ス
２
０
名
程
度

＊
締
切
日

　
　

７
月
10
日
（
木
）

＊
問
い
合
わ
せ

　
　

役
場
産
業
建
設
課

　
　
　

（
産
業
建
設
課　

山
田
）

　

５
月
24
日
（
日
）
玉
野
市
宇
野

港
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
「
第
18

回
た
ま
の
・
港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
に
、
メ
ル
ヘ
ン
・
プ
ラ
ザ
が

出
店
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
ご
当
地
グ
ル
メ
が
並

び
、
港
に
は
「
訓
練
支
援
艦
く
ろ

べ
」
が
入
港
し
、
２
日
間
で
約
８

万
５
０
０
０
人
の
お
客
様
が
訪
れ

ま
し
た
。

　

新
庄
村
は
新
庄
伝
統
４
人
搗
き

餅
つ
き
に
よ
る
実
演
販
売
を
行
い

ま
し
た
。
玉
野
婦
人
会
協
議
会
の

皆
様
や
玉
野
商
業
高
等
学
校
の
生

徒
の
協
力
に
よ
り
活
気
の
あ
る
出

店
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
ひ
め
の
も
ち
」
推
進
と
、
食

に
よ
る
地
域
活
性
化
の
一
環
と
し

て
良
い
効
果
が
で
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
　
　

（
産
業
建
設
課　

岩
本
）



6
月
の
納
税

村  

県  

民  

税

国
　  

保  

　
税

介 

護 

保 

険 

料
（
1
期
）

（
1
期
）

（
1
期
）

納
期
限
　
6
月
30
日（
月
）

（6）平成26年6月20日発行第388号 広 報 新 庄（7）平成26年6月20日発行 第388号広 報 新 庄

4月期の交通事故・違反者発生状況
村　　内

区　分
4月期 4月期 本年の累計本年の累計

真庭市内

0

0

0

0

件  数

死  者

重  傷

軽  傷

件

人

人

人

件

人

人

人

0

0

0

0

19

0

4

25

76

1

16

96

事　
　

故

（総務企画課　藤井）

《
戸
籍
の
動
き
》

死
亡
届　
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

＊
平
成
26
年
５
月
20
日

　

金
原　

健
一
（
満
65
歳
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

７
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日
時

　

７
月
10
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

　

７
月
24
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

場
所　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

予
約
先

　

津
山
事
務
所　

お
客
様
相
談
室

　

℡
０
８
６
８（
31
）２
３
６
５

　

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保

険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。　

（
住
民
福
祉
課
）

　

岡
山
県
真
庭
保
健
所
は
、
真
庭

地
域
医
療
再
生
計
画
推
進
協
議
会

と
共
催
で
、
小
児
救
急
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
事
前
予
約
に
よ

る
託
児
（
希
望
者
多
数
の
場
合
は

先
着
順
）
を
行
い
ま
す
。
大
勢
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時　

７
月
13
日
（
日
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー　

　

第
１
会
議
室

■
講
師　

岡
山
大
学
病
院
小
児
科

　

栄
徳
隆
裕
先
生
外

■
対
象　

一
般
住
民
（
小
児
の
保

　

護
者
）
等

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
期
限　

７
月
７
日
（
月
）

■
申
込
先
・
問
合
先

　

岡
山
県
真
庭
保
健
所

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
６
７-

４４-

２
９
９
０

　

皆
さ
ん
は
ご
自
分
の
血
圧
が
普

段
ど
の
く
ら
い
か
ご
存
知
で
す

か
？

　

新
庄
村
で
は
脳
卒
中
や
心
疾
患

の
治
療
者
が
多
く
、
そ
れ
を
防
ぐ

○
相
談
日
（
第
２
、
４
水
曜
日
）

　

７
月
９
日
、
７
月
23
日

○
相
談
時
間

　

午
前
10
時
〜
12
時
、13
時
〜
15
時

○
相
談
場
所

　

真
庭
市
役
所
１
階
相
談
室

○
担
当
者

　

司
法
書
士

年
金
相
談 平

成
26
年
５
月
受
付
分

　

今
年
で
31
年
目
を
迎
え
る
メ
ル

ヘ
ン
の
里
特
別
村
民
制
度
年
会
員

の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

○ 

特
別
村
民
証
を
発
行
し
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
の
味
を
年
２
回
お
届

　

け
し
ま
す
。

　

夏
の
特
産
品
セ
ッ
ト
（
約
13
品

目
）
８
月
６
日
（
水
）
発
送
予
定

冬
の
特
産
品
セ
ッ
ト
（
約
12
品

目
）
12
月
19
日
（
金
）
発
送
予
定

○「
村
民
証
」ご
提
示
の
方
に
、道

の
駅
新
庄
特
産
館
に
て
１
，０

０
０
円
以
上
お
土
産
を
お
買
い

上
げ
の
方
に
５
％
割
引
し
ま
す
。

○
年
会
費　

１
１
，
０
０
０
円

○
募
集
締
切

　

平
成
26
年
６
月
30
日
（
月
）

　
　
　

（
産
業
建
設
課　

柴
田
）

「
メ
ル
ヘ
ン
の
里
特
別
村
民

制
度
年
会
員
募
集
」

７
月
の
登
記
相
談
日
を

　
　
　

お
し
ら
せ
し
ま
す

平
成
２６
年
度
小
児
救
急

　
　

研
修
会
の
お
知
ら
せ

「
家
庭
血
圧
計
」の

　
　
　
　

貸
出
に
つ
い
て

動
物
駆
逐
用
手
帳
の

 

更
新
及
び
講
習
に
つ
い
て

農
業
現
地
見
学
会

    　
　
　
　

 

に
つ
い
て

た
ま
の
・

      

港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

電気式生ごみ処理機の補助金事業 始めます
　新庄村のごみ処理の経費は、平成25年度では約２千万円余でした。この経費を節約するため、資源ご
みの分別収集によりごみの減量化と資源化を推進してきました。
　台所ごみ（生ごみ）の減量では、コンポスター等を利用していただいてきましたが、電気式の生ごみ
処理機に平成26年度から補助金がでるようになりました。 
　燃やせるごみの３分の１は生ごみと言われています。そこで、減らそうと思ってもなかなか減らない
生ごみを、生ごみ処理機を使ってたい肥に変えてみませんか？
　皆さん、是非ご活用ください。
補助金額　購入費（消費税を含む）の80％以内で限度額が5万円です。
申請方法　総務企画課にご連絡ください。
　注意：申請手続きをせずに先に購入すると、助成は受けられません。
　特徴：
　○電気で，短時間に生ごみを減量化させます。
　○手間がかからず簡単。　臭いや虫の心配がありません。
　○高温で回転させ、生ごみの水分を飛ばします。約7分の1から10分の1の大きさになります。

た
め
に
は
、
高
血
圧
の
予
防
が
重

要
で
す
。
し
か
し
、
高
血
圧
そ
の

も
の
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な

く
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
高
血
圧

と
な
っ
て
い
る
場
合
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
日
ご
ろ
か

ら
「
血
圧
を
は
か
る
」
習
慣
を
身

に
つ
け
て
ご
自
分
の
血
圧
を
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
た
め
愛
育
委
員

さ
ん
の
協
力
を
得
て
「
家
庭
血
圧

計
の
貸
出
事
業
」
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
各
地
区
の
愛
育
委

員
さ
ん
が
貸
出
用
血
圧
計
を
１
台

づ
つ
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
測
定

の
希
望
の
あ
る
方
は
地
区
愛
育
委

員
さ
ん
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い

１
．
貸
出
期
間

　

１
回
に
つ
き
原
則
２
週
間
以
内

と
し
ま
す
。

２
．
貸
出
方
法

　

地
区
愛
育
委
員
さ
ん
に
連
絡
し

て
借
り
て
く
だ
さ
い
。
（
原
則
、

希
望
者
本
人
が
愛
育
委
員
さ
ん
へ

借
り
に
行
き
、
返
却
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
）

　

誰
で
も
無
料
で
借
り
ら
れ
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

血
圧
結
果
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
や

不
明
な
点
は
住
民
福
祉
課
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

竹
本
）

　

動
物
駆
逐
用
手
帳
の
更
新
及
び

講
習
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

11
月
に
も
講
習
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
更
新
さ
れ
る
方
は
い
ず

れ
か
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
日
時　

６
月
25
日
（
水
）

　
　

受
付　

18
時
〜

　
　

講
習　

19
時
〜

＊
場
所　

中
央
公
民
館
大
会
議
室

＊
持
参
す
る
も
の

    

動
物
駆
逐
用
手
帳

＊
受
講
料　

２
，
０
０
０
円

＊
そ
の
他

    

手
帳
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
再

　

交
付
料
２
，
２
０
０
円
を
ご
持

　

参
く
だ
さ
い
。

次
回
予
定

　

11
月
12
日
（
水
）

　
　
　

（
産
業
建
設
課　

山
田
）

　

ぶ
ど
う
、
な
す
、
ト
マ
ト
、
キ

ュ
ウ
リ
、
り
ん
ど
う
の
現
地
見
学

会
を
開
催
し
ま
す
。

＊
ト
マ
ト
・
り
ん
ど
う
コ
ー
ス

　
　

日
時　

７
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　
　

13
時
〜
16
時

　
　

集
合
場
所
講
習　

      

Ｊ
Ａ
ま
に
わ
蒜
山
営
農

            　

経
済
セ
ン
タ
ー

＊
ぶ
ど
う
・
な
す
・
キ
ュ
ウ
リ
コ

　

ー
ス

　
　

日
時　

７
月
17
日
（
木
）

　
　
　
　
　

13
時
〜
16
時

　
　

集
合
場
所
講
習　

      

Ｊ
Ａ
ま
に
わ
落
合
営
農

            　

経
済
セ
ン
タ
ー

＊
募
集
人
員

　
　

各
コ
ー
ス
２
０
名
程
度

＊
締
切
日

　
　

７
月
10
日
（
木
）

＊
問
い
合
わ
せ

　
　

役
場
産
業
建
設
課

　
　
　

（
産
業
建
設
課　

山
田
）

　

５
月
24
日
（
日
）
玉
野
市
宇
野

港
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
「
第
18

回
た
ま
の
・
港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
に
、
メ
ル
ヘ
ン
・
プ
ラ
ザ
が

出
店
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
ご
当
地
グ
ル
メ
が
並

び
、
港
に
は
「
訓
練
支
援
艦
く
ろ

べ
」
が
入
港
し
、
２
日
間
で
約
８

万
５
０
０
０
人
の
お
客
様
が
訪
れ

ま
し
た
。

　

新
庄
村
は
新
庄
伝
統
４
人
搗
き

餅
つ
き
に
よ
る
実
演
販
売
を
行
い

ま
し
た
。
玉
野
婦
人
会
協
議
会
の

皆
様
や
玉
野
商
業
高
等
学
校
の
生

徒
の
協
力
に
よ
り
活
気
の
あ
る
出

店
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
ひ
め
の
も
ち
」
推
進
と
、
食

に
よ
る
地
域
活
性
化
の
一
環
と
し

て
良
い
効
果
が
で
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
　
　

（
産
業
建
設
課　

岩
本
）
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５
月
15
日
（
木
）
出
雲
街
道
新

庄
宿
町
つ
く
り
の
会
の
芦
川
巖
会

長
が
訪
れ
、
観
光
客
等
か
ら
募
っ

た
56
万
６
千
円
余
の
浄
財
を
が
い

せ
ん
桜
の
再
生
事
業
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
、
寄
附
金
の
贈
呈
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
後
、
寄
附
金
は
要
望
に
添
っ

て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　
　
　
　

（
総
務
企
画
課
）

　

５
月
22
日
、
新
庄
村
公
民
館
に

お
い
て
村
長
、
議
長
を
来
賓
に
、

会
員
17
名
が
出
席
し
、
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
事
業
報
告
及
び
決

算
報
告
、
監
査
報
告
、
次
年
度
事

業
計
画
及
び
予
算
案
、
規
約
の
一

部
改
正
、
役
員
改
選
な
ど
慎
重
に

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
雲
街
道
新
庄
宿
町
つ
く
り
の

会
の
主
な
事
業
は
、
脇
本
陣
木
代

邸
の
管
理
、
出
雲
街
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、
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、
音
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創
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、

桜
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みんなとだからできること「AQUA SOCIAL FES 2014」

　５月22日（木）、午後の５、６校時を使ってラオ
スの農業研修生の方々との交流会を行いました。５
校時は各学年の授業を参観し、６校時は音楽ホール
でアジア有機農業連携活動推進協議会の稲田泰男会
長と校長の挨拶の後、研修生の方にパソコンで写真
を映しながらラオスの紹介をしていただきました。
　その後、学年ごとに交流を進めました。３年生は
英語で日本の文化の紹介、２年生は書道の紹介、１
年生は折り紙の紹介をしました。英語やジェス
チャーを通じて活発な交流ができ、研修生の方は予
定の時間をオーバーしても熱心に取り組んでくださ
いました。
　交流会終了時に、折り紙の作品と、研修生の方の
名前を漢字で表した書道の作品をお渡ししました。
　交流会終了後には、当日ラオスの民族衣装を着用
していただいていた女性の方に、日本の民族衣装で
ある浴衣を着ていただき、日本情緒を味わっていた
だきました。

　　　　　　　　　　　　　（新庄中学校　穐山）

歴史体験学習　～奈良・京都の旅～
小学校だより

　今年度から、
新 庄 小 学 校 は
５・６年生が複
式学級となりま
した。そのため、
今後「歴史体験
学 習 （ 修 学 旅
行）」と「宿泊
学 習 （ 海 事 研
修）」を５・６
年生合同で交互
に実施する予定
です。
　今年度は「歴
史体験学習」の
年です。５月29日・30日、５・６年生16名は、奈
良・京都へバスで出かけました。
　１日目は、まず、法隆寺へ。その後、奈良公園・
東大寺へ。京都へは近鉄特急で移動し、清水寺へ。
その後、友禅染体験をして、宿舎へ入りました。
　２日目は、金閣寺・太秦映画村・銀閣寺を訪れま
した。事前学習で学んだ内容を実際に自分の目で確
かめ、その素晴らしさに感動した２日間でした。
きっと一生の想い出になったことでしょう。
　子どもたちの感想から
○奈良の大仏は思った以上に大きかった。
○清水の舞台はとても高く、景色がきれいだった。
○金閣寺の金ぱくがピカピカで、とてもきれいだっ
　た。
　　　　　　　　　　　（新庄小学校　畦崎賢二）

中学校だより

　５月25日（日）田浪地区にある新庄村森林セラピーロードで
「AQUA SOCIAL FES 2014」が開催されました。
　新庄村で開催されたAQUA SOCIAL FESはTOYOTA立案の山陽
新聞が主催したもので、新庄村森林セラピー協議会共催のもと、ハ
イブリットカーのAQUAにちなみ、「水」をテーマにした参加型ア
クションプログラムです。これは全国50ヶ所で開催されており岡
山県では中国地方最大級のブナ林の原生林が残り、旭川の源流域で
もある新庄村が３年連続開催場所に選ばれました。新庄村で行われ
た活動は、橋の修繕やヒノキチップをまいてセラピーロードの表土
流出を防ぐ敷設作業を行いました。参加者と岡山大学の生徒が汗を流しながらも楽しみながら作業しました。
　昼食には新庄村で採れた山菜やカレーライスなどを食べ、新庄村の地元の味を堪能しました。セラピーロー
ドの作業後は森林セラピーロードを歩き、普段感じる事がない空気を感じながら豊かな自然を楽しみました。
　この貴重な体験を通じて改めて新庄村の良さ、自然の大切さを感じて頂けたイベントでした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（産業建設課　岩本）

みんなとだからできること「AQUA SOCIAL FES 2014」

ラオス研修生との交流会
　　　～英語と身振りでの交流～
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０
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４
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催
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。
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４
４
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。
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ドの作業後は森林セラピーロードを歩き、普段感じる事がない空気を感じながら豊かな自然を楽しみました。
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ポ
ー

ツ
に
親
し
ん
で
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
公
民
館　

平
中
）

町
つ
く
り
の
会
か
ら
寄
附

町
つ
く
り
の
会
か
ら
寄
附

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
４

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
４

出
雲
街
道
新
庄
宿

町
つ
く
り
の
会
通
常
総
会

出
雲
街
道
新
庄
宿

町
つ
く
り
の
会
通
常
総
会
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「
こ
ね
ぇ
し
て
丸
め
て
み
ぃ
。」

「
へ
ぇ
か
ら
、
あ
ん
こ
を
包
む
ん

だ
け
ぇ
。
」 

今
年
も
５
月
22
日

に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
さ
く
ら
の
里

利
用
者
の
皆
さ
ま
と
保
育
所
合
同

で
よ
も
ぎ
餅
交
流
会
を
行
い
ま
し

た
。
お
ば
こ
の
会
の
皆
さ
ま
に
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　

交
流
会
の
始
ま
る
前
に
は
、
保

育
園
児
の
唄
や
踊
り
を
披
露
し
て

も
ら
い
、
利
用
者
の
方
の
中
に
は
、

ひ
孫
さ
ん
の
姿
を
微
笑
ま
し
く
見

つ
め
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
餅
つ
き
が
始
ま
る
と
「
わ
し

ゃ
あ
、
よ
う
せ
ん
か
も
知
れ

ん
。
」
と
言
い
な
が
ら
も
、
杵
を

持
ち
上
げ
る
腰
元
は
勇
ま
し
く
、

若
々
し
か
っ
た
で
す
。
子
ど
も
達

も
顔
に
粉
の
お
化
粧
を
付
け
て
、

お
餅
を
も
み
ま
し
た
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
や
さ
し
い
手
で
丸
め
ら
れ
た

お
餅
の
味
は
、
子
ど
も
達
が
大
き

く
な
っ
て
も
良
い
思
い
出
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　

毎
年
、
年
二
回
行
っ
て
お
り
ま

す
、
寝
具
乾
燥
丸
洗
い
事
業
を
７

月
９
日
に
実
施
し
ま
す
。
対
象
者

は
新
庄
村
に
住
所
を
有
し
、
左
記

の
方
々
で
す
。

・
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
方

・
要
介
護
状
態
の
方

・
75
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
．
２
級
保

　

持
者
等
で
日
常
的
に
介
護
を
必

　

要
と
す
る
方
等
で
す
。

　

対
象
者
一
人
に
つ
き
一
回
あ
た

り
、
８
，
０
０
０
円
ま
で
の
助
成

が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
締
め
切
り

　

平
成
26
年
７
月
２
日
（
水
）

　　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　　

５
月
26
日
、
平
成
26
年
度
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
、
新
庄
村
長
・
新
庄
村
議
会

副
議
長
・
公
民
館
長
・
住
民
福
祉

課
長
が
ご
臨
席
下
さ
り
、
盛
大
な

総
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
も
、
健
康
増
進
事

業
・
奉
仕
事
業
・
交
流
事
業
等
に

取
り
組
み
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆

様
の
ご
参
加
及
び
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

16
日　

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合     

　
　
　

会
評
議
員
会（
会
長
出
席
）

26
日  

通
常
総
会

          

（
来
賓
含
め
19
名
）

６
月
19
日　

奉
仕
作
業

７
月
15
日　

老
連
会
長
杯
ゲ
ー
ト

　
　
　
　
　

ボ
ー
ル
大
会

　

新
庄
村
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
、
平
成
26
年
度
の
会

員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、
働
く

意
欲
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

会
員
に
な
れ
ま
す
。

  

仕
事
の
内
容
は
、
屋
内
作
業
か

ら
草
刈
り
・
選
定
等
の
屋
外
作
業

ま
で
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下

さ
い
。

社
協
だ
よ
り

理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

新
庄
村
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集
中

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

５
月
の
活
動
状
況

今
後
の
予
定

よ
も
ぎ
餅
交
流
会

《
ご
寄
付
》

5
月
１
日
〜
5
月
31
日

　

新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会
に

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◆
香
典
返
し

　

金
原　

仁
志　

様

◆
お
見
舞
い
返
し

　

石
藤　

治
代　

様

　

稲
田　

稔
幸　

様

　

渡
邉　

鐵
夫　

様

　

柴
田　
　

勉　

様

　
　

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　

村
内
無
料
電
話

　
　
　

３
―
３
１
０
６ 

寝
具
丸
洗
い
乾
燥
事
業

　新庄村社会福祉協議会は、新庄村からの補助金・委託料・村民皆様からの会費・寄付金等で運営され
ております。
　去る５月27日に理事会・評議員会を開催し、平成25年度の事業報告・決算についてご審議していただ
き、承認・認定されましたのでご報告致します。
　今後とも皆様のご協力、ご援助をよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会福祉協議会　柴田

平成25年度新庄村社会福祉協議会一般会計収支決算書平成25年度新庄村社会福祉協議会一般会計収支決算書
収　　　入

支　　　出

収入合計 １３０，７１５，１０７円－支出 １０６，４８７，６４２円＝次年度繰越金２４，２２７，４６５円

単位　円

会 費 収 入
寄 付 金 収 入
経常経費補助金収入

受 託 金 収 入

事 業 収 入
共同募金配分金収入
介 護 保 険 収 入

利 用 料 収 入
雑 収 入
受取利息配当金収入

経理区分間繰入金収入
経常活動収入合計
前期末支払資金残高

村補助金収入

村受託金収入
県社協受託金収入

通所介護収入
訪問介護収入
居宅介護支援介護料収入
介護予防支援報酬収入
小規模多機能事業

普通預金受取利息配当金収入
福祉基金積立預金利息配当金配当金収入

平成25年度社協会費
見舞い・香典返し等寄付金

各種事業補助金収入

各種事業受託金収入
生活福祉資金事業受託金収入
参加費収入
24年度一般配分金及び交付金

介護保険収入
介護保険収入
介護保険料収入
介護保険収入
介護保険収入
生きがいデイ利用料

普通預金利子
福祉活動基金利子

前年度繰越

299,000
434,000

40,660,000
40,660,000
9,075,600
9,011,000
64,600

1,135,600
1,130,000
66,077,770
23,009,400
2,714,990
4,427,600
571,280

35,354,500
529,800
76,090
740,624
2,581

738,043
1,280,100

121,438,584
9,276,523

130,715,107

人 件 費 支 出
事 務 費 支 出
事 業 費 支 出
助 成 金 支 出
負 担 金 支 出
経理区分間繰入金支出
経常活動支出合計
固定資産取得支出

そ の 他 の 支 出

財務活動支出合計
退職共済預け金支出

器具備品取得支出

正職員・臨時職員給料・社会保険料他
消耗品・印刷代・手数料・委託費他
諸謝金・光熱水費・給食費・業務委託費他
小・中学校活動助成金他
介護保険システム負担金他

赤い羽根共同募金車両

全・県社協退職共済

74,247,732
1,856,620
21,294,460
240,000
336,000
1,280,100
99,254,912
2,908,690
2,908,690
4,324,040
4,324,040
7,232,730

106,487,642

収　　　入　　　合　　　計

支　　　出　　　合　　　計

大 中 小 決　算　額 備　　　　　考

大 中 小 決　算　額 備　　　　　考
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2,581

738,043
1,280,100

121,438,584
9,276,523

130,715,107

人 件 費 支 出
事 務 費 支 出
事 業 費 支 出
助 成 金 支 出
負 担 金 支 出
経理区分間繰入金支出
経常活動支出合計
固定資産取得支出

そ の 他 の 支 出

財務活動支出合計
退職共済預け金支出

器具備品取得支出

正職員・臨時職員給料・社会保険料他
消耗品・印刷代・手数料・委託費他
諸謝金・光熱水費・給食費・業務委託費他
小・中学校活動助成金他
介護保険システム負担金他

赤い羽根共同募金車両

全・県社協退職共済

74,247,732
1,856,620
21,294,460
240,000
336,000
1,280,100
99,254,912
2,908,690
2,908,690
4,324,040
4,324,040
7,232,730

106,487,642

収　　　入　　　合　　　計

支　　　出　　　合　　　計

大 中 小 決　算　額 備　　　　　考

大 中 小 決　算　額 備　　　　　考
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保
育
所
だ
よ
り

 　

い
つ
も
道
の
駅
を
ご
利
用
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

５
月
29
日
道
の
駅
の
利
用
者
連
絡

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
夜
の

会
議
で
、
お
疲
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、

多
く
の
利
用
者
に
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

道
の
駅
は
、
村
民
の
生
産
物
を

積
極
的
に
宣
伝
・
販
売
す
る
こ
と

を
目
的
に
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
こ
と
を
こ
の
会
議
で
さ
ら
に
強

く
確
認
し
、
生
産
者
と
道
の
駅
の

意
見
・
情
報
を
交
換
・
共
有
す
る

有
意
義
な
会
議
に
な
り
ま
し
た
。

　

95
名
の
方
々
が
道
の
駅
を
生
産

者
と
し
て
ご
利
用
下
さ
っ
て
い
ま

す
。
多
く
の
方
々
に
ご
利
用
い
た

だ
き
感
謝
で
す
。

　

６
月
か
ら
11
月
ま
で
の
土
・
日

曜
日
に
は
、
野
菜
ソ
ム
リ
エ
認
定

レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
、
「
夢
ひ

め
」
で
新
庄
村
産
野
菜
を
中
心
に

野
菜
バ
イ
キ
ン
グ
が
始
ま
り
ま
す
。

　

自
然
豊
か
な
源
流
で
採
れ
た
安

全
安
心
で
新
鮮
な
美
味
し
い
野
菜

を
積
極
的
に
前
面
に
出
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

「
レ
ス
ト
ラ
ン
の
料
理
が
美
味

し
い
か
ら
、
帰
り
が
け
に
は
特
産

館
で
野
菜
な
ど
を
買
っ
て
帰
ろ

う
」
と
消
費
者
に
言
っ
て
も
ら
え

る
道
の
駅
を
目
指
し
ま
す
。

　

野
菜
ソ
ム
リ
エ
は
、
新
庄
村
産

野
菜
１
０
０
％
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

新
た
に
道
の
駅
を
利
用
し
た
い

等
々
お
気
軽
に
道
の
駅
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

＊
ソ
ム
リ
エ
…
専
門
知
識
を
持
ち
、

お
客
さ
ん
に
サ
ー
ビ
ス
や
ア
ド

バ
イ
ス
が
で
き
る
人

村
長　

笹
野　

寛　

　

保
育
所
で
は
、
家
族
や
地
域
の

方
と
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
し
た

行
事
と
楽
し
く
食
べ
て
元
気
に
育

つ
こ
と
を
目
的
に
し
た
食
育
の
行

事
を
年
間
を
通
じ
て
計
画
し
て
い

ま
す
。　

６
月
は
、
「
食
育
月
間
」
。

野
菜
の
旬
を
知
っ
た
り
種
や
苗
か

ら
育
て
た
り
す
る
こ
と
や
食
材
に

直
接
触
れ
た
り
す
る
こ
と
で
食
べ

物
に
興
味
を
持
ち
、
好
き
嫌
い
無

く
楽
し
く
食
事
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
欲
し
い
と
計
画
し
て
い
る

活
動
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

◎
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
栽
培

　

５
月
２
日
。
子
ど
も
た
ち
は
、

園
長
先
生
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種

を
見
せ
て
も
ら
い
、
説
明
を
聞
き
、

育
苗
ポ
ッ
ト
に
一
粒
ず
つ
丁
寧
に

種
を
蒔
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
一
ヶ
月
。
６
月
３
日
に

は
、
10
㎝
ほ
ど
に
な
っ
た
苗
を
畑

に
定
植
し
ま
し
た
。
８
月
に
収
穫

体
験
予
定
で
す
。

　

保
育
所
で
種
ま
き
を
し
て
苗
作

り
を
す
る
と
、
発
芽
や
生
長
の
様

子
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
収
穫
へ

の
期
待
も
倍
増
の
よ
う
で
す
。

◎
野
菜
の
植
え
付
け
と
種
ま
き

　

園
庭
や
プ
ラ
ン
タ
ー
を
利
用
し

て
、
キ
ュ
ウ
リ
・
ト
マ
ト
・
ミ
ニ

ト
マ
ト
・
オ
ク
ラ
・
ピ
ー
マ
ン
・

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
植
え
、
人
参
の
種

ま
き
を
し
ま
し
た
。
毎
朝
登
園
す

る
と
水
や
り
を
し
な
が
ら
成
長
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

◎
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
交
流
会

　（
よ
も
ぎ
餅
作
り
）〈
５
月
22
日
〉

　

お
散
歩
で
摘
ん
だ
よ
も
ぎ
を
使

っ
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
及
び
さ
く

ら
の
里
を
ご
利
用
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
よ
も
ぎ
餅
作
り
交
流
会
を
し

ま
し
た
。

　

給
食
は
、
も
ち
ろ
ん
よ
も
ぎ
餅
。

み
ん
な
で
搗
い
た
り
丸
め
た
り
し

た
こ
と
で
、
「
こ
れ
、
○
○
ち
ゃ

ん
が
つ
く
っ
た
の
？
」
・
「
こ
れ
、

何
か
に
お
い
が
す
る
よ
！
」
・

「
よ
も
ぎ
、
採
っ
た
よ
な
ぁ
！
」

な
ど
と
興
味
も
関
心
も
ひ
と
き
わ
。

会
話
も
弾
む
給
食
の
時
間
で
し
た
。

◎
参
観
日
「
親
子
で
歩
こ
う

　
ゆ
り
か
ご
の
小
径
」

　（
ス
ポ
―
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
参
加
）

　
　
　
　
　
　
　
〈
５
月
28
日
〉

  

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
へ

の
参
加
を
兼
ね
て
「
親
子
で
歩
こ

う
ゆ
り
か
ご
の
小
径
」
で
森
林
セ

ラ
ピ
ー
を
親
子
で
楽
し
み
ま
し
た
。

〔
保
護
者
の
感
想
紹
介
〕

○
今
朝
５
時
30
分
に
起
き
て
き
て

「
楽
し
み
す
ぎ
る
。
早
く
行
き
た

い
。
」
と
言
っ
て
い
た
○
○
。

　

ハ
ン
モ
ッ
ク
に
乗
っ
た
り
、
山
道

を
走
っ
た
り
、
橋
を
渡
っ
た
り
、

お
友
だ
ち
と
手
を
つ
な
い
で
歩
い

た
り
，
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
「
ま
た
行
き
た
い
．

○
○
は
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
の
と
こ
ろ

の
大
き
な
木
に
も
っ
と
登
り
た
か

っ
た
ん
だ
！
」
と
、
や
り
残
し
た

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
で
し

た
。　
　
　
　
　

（
５
歳
児
母
）

○
私
自
身
、
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
を
歩

く
の
は
初
め
て
で
し
た
。
帰
り
に

今
日
は
ど
う
だ
っ
た
か
尋
ね
て
み

る
と
「
楽
し
か
っ
た
よ
！
」
と
の

お
返
事
。
主
人
と
子
ど
も
の
休
日

が
合
え
ば
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

な
ど
に
出
か
け
が
ち
で
し
た
が
、

自
然
散
策
も
良
い
体
験
だ
な
！
と

思
い
ま
し
た
。
今
度
は
主
人
も
一

緒
に
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
を
歩
い
て

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。　
　
　

（
３
歳
児
母
）

　

こ
の
日
は
、
お
楽
し
み
が
も
う

一
つ
！
お
母
さ
ん
手
作
り
の
お
弁

当
！
朝
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
る

お
友
だ
ち
も
大
勢
・
・
・
。
ど
ん

な
ご
馳
走
に
も
勝
る
お
母
さ
ん
の

お
弁
当
は
、
行
事
の
も
う
一
つ
の

主
役
で
す
。
森
林
セ
ラ
ピ
ー
と
お

弁
当
セ
ラ
ピ
ー
・
・
・
。
温
か
い

笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
一
日
で
し
た
。

　

家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
優
し

さ
と
旬
の
野
菜
を
い
っ
ぱ
い
頂
い

て
心
も
体
も
ぐ
ん
ぐ
ん
モ
リ
モ
リ

大
き
く
な
り
ま
す
よ
う
に
… 

！

※
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
※

  

カ
ー
ア
シ
ス
ト
ウ
エ
ダ
さ
ん
か

ら
、
防
災
紙
芝
居
「
お
ぼ
え
て

ね
！
あ
ぶ
な
い
と
き
の
お
や
く
そ

く
」
（
全
８
巻
）
を
寄
贈
し
て
頂

き
ま
し
た
。
避
難
訓
練
等
に
使
用

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

（
保
育
所　

三
鴨
）

道
の
駅
の
利
用
者
95
名
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